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宇宙開発計画の見喧しに関する審議について(案)

昭利60年7月3日

宇宙開発委員会決定

宇宙開発政策大網に基づき、昭利6 1年度以降において実施す

る.必要がある研究及び開発の計部内推進を図るため、次により調

査審議を行う。

1.審議事項

内外の情勢の変化、宇宙の利用に関する長期的見通し、国内

の研究及び開発の進捗状況並びに各省庁の要望を踏まえて、昭

利6 1年度における宇宙開発関係緯醇の見積り方針及び宇宙開

発計画について必要な調査審議を行う。

国劇
2.審議方法

1.の群議は、昭和61年3月末までに終えることを目途に

第一部会において行う。ただし、見積り方針に反映させるべき

事項については、昭和60年$月上旬に審議を終えることを目

途とする.。
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科学技術庁
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I 親洲の分野の開発計画

開 発

地球資源衛星l号(ERS-1)

合成開口レーダによ補芭勤型観測技術の確立を図るとともに、資

源探査を主目的に、国土調査、農林漁業、環境保全、防災、海岸域

監視等の観測を行うことを目的とする地球資源衛星1号(ERS-

1)について、これまでの成果を踏まえて、 H-工ロケット(2威武)

によI主昭和65年度に打ち上げることを目標に開発に薄手したい。

Ⅱ,宇宙実験の分野の開発計画

研究

第一次材料菜騒くF八重PT)に続き、宇宙基地の本格的な運用まで

に宇宙環境を利用した実験を行い、材料、ライフサイェンス等の分

野の技術の進展を図るため、菜験テーマ、実験手段等に関する調査

及び研究に着手したい。

国劇国

Ⅲ 宇宙基地の分野の開発計画

研究

(l)フリーフライヤ二、軌道上作業機等の発展都営に親する宇宙

基地構成要素の研究に薄手したい。

(芝)宇宙基地の利用に関する研究として、宇宙基地に封する実験

に資するため、人工知能応用技術、微小重力シュミレーション

技術等の研究に薄手したい。

Ⅳ 人工衛星系共通技術の分野の開発計画

開発研究

技術試験衛星Ⅵ型(巳TS-Ⅵ)

H-Ⅱロケット試験機の性能を確認するとともに、 199〔〉年代

に封ナる実用衛星の開発に必要な大型静止三軸衛星バス技術の確立

を図り、併せて高度の衛星通信のための技術開発及びその実験を行

うことを輔車とする技術試験衛星Ⅵ型(ETS-Ⅵ)にっいて、これ

までの研究の成果を踏まえて、昭和67年度に打ち上げることを目

標に開発研究に着手したい。

研究

(l)将来の多様な宇宙活動に応えるため、クラスタ衛星、プラッ

トフォーム等の将来型人工衛星系の研究に薄手したい。

(2)衛星の大型化、長寿命化に対応するため、長寿命のス・ラスタ

として、キセノンイオンエンジンの研究に議事したい。
1
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V 輸送系共通技術の分野の開発計画

開 発

白) 1990年代に封ナる大型衛星の打上げに対処するため、 H

-工ロケットの開発の成果を踏まえて、液酸・減水エンジンを

第1段ロケットに使用した2トン級の静止衛星打上げ能力を持

つH-Ⅱロケットにっいて、昭和66年度に試験機を打ち上げ

ることを目標に開発に薄手したい。

(2)放送衛星2号(BS-2嶺及び BS-2b)に係る状況並び

に他の衛星の打上げスケジュつレを勘案して、 H-工・ロケット

(芝段式)試験機は昭和60年度から昭和6 1年度に変更して打

ち上げることを目標に、予備用H-Iロケット(2段式)試験機

は昭和61年度から昭和6芝年度に変更して打ち上げることが

可能となるよう、引き続き開発を進めたい。

研究

将来の多様な宇宙活動を自主的に展開するため、これまでの

回収技術等に関する研究の成果を踏まえて、宇宙往還輸送シス

テムの開発を目指して、その研究に薄手したい。

Ⅵ 施設の整備

(1) ERS-1等の大型衛星の開発のために必要な熱真空試験、振

動試験、音響試験等のための大型試験設備について、昭和6互年

度に巴RS-1のPFM等の試験に供することを目標に整備に薄

手したい。

・-3」

(2)人工衛星を用いた地球観測システムの研究開発に資するため、

仏国の地球観測衛星(SPO「r)による観測データの国内受信処理

設備及び我が国の海洋観測衛星1号小姓)S-1 )による観測デー

タの国外受信処理設備について、昭和6 2年度に受信処理を開始

することを目標に整備に着手したい。

Ⅶ その他の施薬

(1)宇宙開発の分野に.おける国際協力の強化、推進を図るため、’ァ

ジア太平洋地域等に封する地域協力プロジェクトの推進を図るた

め￣の調査検討に薄手したい。

(2) 、我が国の宇宙開発に対する国民の理解と協力を得るとともに、

我が国の宇宙開発活動の成果の内外における普及利用を促進する

ため、宇宙開発展示の拡充等によI主 普及啓発活動の強化を図り

たい。
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文部 省

l・磁気圏観測鶴屋(GEOTAIL)の開発について

● ヤ詔書器諾嵩叢嵩器:誌
磁気圏尾部の構造とダイナミックスに関する観測研究を行うことを目

的とする磁気圏観測館星(GEOTA工し)について、昭和65年度

に打ち上げることを目標に・昭和61年度から開発に着手したい。

2・粒子加速製瞳を用いた宇宙科学実験(SEPAC)について

粒子加速装瞳を用いた宇宙科学実験(S圏PAC)は、プラズマ及

び種子ビームを放射することにより、オーロラの発光機構、プラズマ

中の荷稲粒子の運動及び穏磁波動の励起尊を解明することを目的とす

るもので・昭和58年11月末に打ち上げられたスペースシャトル・

スペースラブ1号に搭載して実験を行ったSEPAC装瞳を、点検・

● 謹書‡書墨霊‡霊詰詩誌
を行いたい。

ーき」

通商産業省

I.工言職刷の分野の開発計画l.開発プログラムの事項中(2)人工衛星開発の

堀中③と。して以下の甲q)事項を、まかVI・人工衛星約髄榊母)分野のI紺藷上面

1.開発プログラムの事項中(2)として以下の乙の却酸、それぞれ追加きれた

い。

(甲)

③ 地球資源衛星1号(臼RS-1)

人工繍轟を利用して濱淵豊盃を行う資源探査鮪毘システム技術の確立を図るとと

もに、欝源エネルギー政経の積極的な願聞及び宇宙関連産業・技術の発展を図るた

め、資源擁護を主目的とする地球資源衛捉重号(ERS-重)完紺綱目語5年度串丁

ち上げることを目標に開発を行う。

(乙)

(2)人工衛星の闘発研究

フリーフライヤー

ー宇宙の熊重力等の環境の産業利用を促進するために、エレクトロニクス、バイオ

テクノ出ジー、材料閑雅等の産業技綱開発に濱する実験簿を行うことを目的とする

フリーフライヤーを昭和6 5年度の実用化を目標に開発研究を行う。
「
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郵政省

●

l 自主樹海こよる宇宙開発の促進について

我が国に却ナる自主技縄による宇宙開発の促進を図るため、人工衛星

技術の開発に資するとともに実利用に楳することを目的とする人工締鬼

については、利用の継続性の確保及び利用機関の経費負担の醒減につい

て十分な配慮を行う。

2 放送衛星3号(BS-3)について

BS÷3については、放送衛星2号(BS-2)の経験を踏まえ、十

分な信淵生が確保されるよう万全の方策を講じ開発を摘進する。

3 高度適格技術実説衛星(C「「DS)について

昭和6 0年代終わりごろに必要となる実用の固定及び移動体通商軌畳

に適用される衛星通信技術並びに衛星間過信に必要な技術を宇宙におい

' て難することを目的とする高度通信技術実証衛星(CTD S)都醐

6 7年度l専丁ち上げることとし、所要の開発研究を行う。

互 宇宙基地計画への参加について

静止プラ、ツトフォーム等将来の宇宙通信に必要な技術の研究開発を宇

宙基地を利用して実施することを目的として所要の研究を行う。

細I “・-

外務省

「宇宙開発計画」 (昭和も0年3月/3日決定)

の見直しに当たっては、昨年草月之7日及び本年

年月9日の経済対策閣僚会議において決定された

「対外経済対策」に妥当な考撥を払いつつ検討さ

れることを要望する。

i-8-
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東京大草名密教扱

文部省宇宙科学硝l璃所教授

文部省軍砧科学7i)醗所鼓膜

三菱重工業(榛)顧問

専修大学法草郡敦撲

)用布重工業(裸)常雄収輔役規制網喋郡長

郵政省電波研究所火投

弾判幽持前)曜調整用艮

名城大学理工学部教授

文部省草紬訓練局艮

規制別冊掴一冊勤顧閃

郵政省通信政鍾局艮
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明治大学工学部継帥

脇剛主電ローン(妹)社長

松下通信工業(椎)専務取鮒役

飾臨韮業省破滅′鵬取座薬婦長

運輸省沸上保安庁水蹄溝企画課反

日不穏停電論公社研究剛発本部長

科学技術庁航空宇宙技術研究所相田支所良

三災制鱒(樵)顧問

東京大学工宰邪教探

贈賄避薬省工業技術院酬相聞捕捉所次長

岡 山 垂 遁 宇宙閃光非業別間理非皮

武 田 岐 科学技術I訓I把㌍目出蹄駒井死所反

竹 中 率∴彦 事前開発非業剛直里串
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(樵)日立改作所宇宙技術推進本郡担当技郡長

文部省手品科学研究所教扱

早稲聞大学理工学部教授

石川島描戯重工業(樵)航空寧竜国手柴本郡

宇宙朋党非業都民

宇宙開発事業剛理非

外務大臣官房縛誠骨

逓信・放送衛星腰椎班弾

圧=雛通信施設(椎)社長

(祉)経済団体連合会開発部反

日本放送協会技師長専務理非

富士通インターナショナルエンジニアリング

(体)専務板碑役

運輸省運輸政鍾婦長
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